
平成27年度 三遠地域道路整備効果広報検討業務 （国土交通省 中部地方整備局名四国道事務所）

本業務の目的：

地域の幹線道路・港湾は、「ストック効果」すなわち
地域産業のサプライチェン、地域経済・社会の基盤と
しての機能を有している。

地域の企業、自治体および道路など整備主体は、ス
トック効果の拡大を目途としたインフラの整備・強化と
いう共通認識の形成が重要である。

本業務は、インフラのストック効果の広報・共有方策
を検討し、有効な広報手段の構築を目指すものである。

シンポジウムの開催：
ストック効果の広報実験として

① 企業・自治体から、実感されているストック
効果の発表と今後の整備期待の表明

② 利用者である企業、関係自治体からは、県
境、自治体境界を越えた三遠地域としての
インフラ整備の共通認識の形成の必要性が
提起された

「連携」の具現化に向けて
① ストック効果を享受する利害関係者に共有される
“三遠地域の未来像”の形成過程が最良の広報戦略

② 県境を跨ぎ、官や多業種間を越えた連携協議活動
が、最大の広報の場となる。

シンポにおいて「連携」の重要性が再認識
① 官と民の協議による地域整備方針の共有
② 道路と港湾等多様なインフラの一体的検討
③ 県境や、工業・農業など異業種間を越えた連

携の重要性
これらにより 「連携」推進の宣言が採択された


